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建
設
経
済
研
究
所
と
経
済
調
査
会
経

済
調
査
研
究
所
が
７
月
内
に
示
し
た
建

設
投
資
の
見
通
し
で
は
、
25
年
度
建
設

投
資
は
75
兆
４
５
０
０
億
円
で
前
年
度

比
２
・
５
％
増
と
予
測
し
て
い
る
。
ま

た
26
年
度
は
79
兆
２
１
０
０
億
円
で
同

比
５
・
０
％
増
と
予
測
。
６
月
に
閣
議

決
定
し
た
国
土
強
靱
化
実
施
中
期
計
画

を
踏
ま
え
、
大
規
模
な
予
算
拡
大
を
見

込
ん
で
い
る
。
国
民
に
と
っ
て
必
要
な

社
会
資
本
の
整
備
、
老
朽
化
が
進
む
イ

ン
フ
ラ
施
設
へ
の
対
応
、
激
甚
化
・
頻

発
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、

建
設
分
野
で
進
め
る
べ
き
項
目
は
多

い
。
予
測
ど
お
り
、
予
算
規
模
拡
大
で

進
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
。

　

７
月
20
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
参

議
院
議
員
選
挙
で
は
、
職
域
代
表
で
立

候
補
し
た
見
坂
茂
範
氏
が
当
選
し
た
。

「
建
設
産
業
を
元
気
に
！
そ
し
て
日
本

を
元
気
に
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と

し
て
、
見
坂
氏
は
実
施
す
べ
き
政
策
に

「
計
画
的
で
継
続
的
な
国
土
強
靱
化
対

策
」「
安
定
的
な
公
共
事
業
予
算
の
確

保
」「
持
続
可
能
な
建
設
産
業
」
を
掲

げ
る
。
国
土
の
安
定
と
発
展
、
建
設
産

業
の
安
定
と
発
展
に
向
け
た
見
坂
氏
の

今
後
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

建設産業の
　　安定と発展へ
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課
題
踏
ま
え
て
目
標
・
施
策
設
定

『社会資本整備重点計画』検討進む
　

２
０
２
６
年
度
か
ら
５
年
間
を
対
象
と
す
る
次
期
『
社
会
資
本
整
備
重

点
計
画
』
の
策
定
に
向
け
た
検
討
が
国
土
交
通
省
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

６
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
有
識
者
会
議
で
は
、
計
画
骨
子
案
に
つ
い
て
議

論
。
同
省
で
は
今
後
さ
ら
に
計
画
の
詳
細
部
分
を
有
識
者
会
議
で
詰
め
て

い
く
方
針
。
計
画
は
閣
議
決
定
を
経
て
正
式
に
公
表
さ
れ
る
。
同
計
画
に

つ
い
て
、
現
時
点
で
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
内
容
を
ま
と
め
た
。

　

計
画
で
は
、
第
１
章
で
『
社
会
資
本

整
備
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
』
と
し
て
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
、
災

害
の
激
甚
化
・
頻
発
化
、
デ
ジ
タ
ル
・

新
技
術
の
急
速
な
進
歩
な
ど
が
示
さ
れ

る
。

　

第
２
章
は
『
中
長
期
を
見
据
え
た
社

会
資
本
整
備
の
方
向
性
』。
現
在
の
社

会
課
題
を
踏
ま
え
て
４
つ
の
重
点
目
標

を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
長
期
的
な

方
向
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
３
章
で

は
重
点
目
標
ご
と
の
重
点
施
策
が
並

ぶ
。
ま
た
各
施
策
の
指
標
に
つ
い
て
も

具
体
化
す
る
。

　

各
重
点
目
標
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
フ

ラ
老
朽
化
の
進
行
や
激
甚
化
・
頻
発
化

す
る
自
然
災
害
な
ど
社
会
資
本
整
備
を

取
り
巻
く
社
会
課
題
と
解
決
の
方
向
性

（
目
指
す
社
会
の
姿
）
を
踏
ま
え
て
設

定
し
て
い
る
。

　

１
つ
目
の
重
点
目
標
は
『
活
力
の
あ

る
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
形
成
』。

広
域
連
携
や
イ
ン
フ
ラ
再
構
築
を
方
向

性
に
掲
げ
る
。
現
時
点
に
お
け
る
重
点

施
策
の
例
と
し
て
は
▽
高
規
格
道
路
の

未
整
備
区
間
の
早
期
整
備
▽
都
市
計
画

道
路
（
幹
線
道
路
）
の
整
備
▽
イ
ン
フ

ラ
集
約
・
再
編
の
取
り
組
み
推
進
▽
広

域
連
携
促
進
▽
予
防
保
全
へ
の
転
換
▽

地
域
イ
ン
フ
ラ
群
再
生
戦
略
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
等
の
推
進
▽
無
電
柱
化
の
推
進
▽

自
転
車
通
行
区
間
の
整
備
推
進
▽
官
民

に
よ
る
公
園
の
整
備
・
管
理
運
営
の
推

進
―
な
ど
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　

２
つ
目
の
重
点
目
標
は
『
強
靱
な
国

土
が
支
え
る
持
続
的
で
力
強
い
経
済
社

会
』。
経
済
成
長
や
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靱
化
を
図
る
。
重
点
施
策
例
と
し

て
は
▽
Ｐ
Ｐ
Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
官
民

連
携
の
推
進
▽
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

整
備
推
進
、
自
動
物
流
道
路
の
構
築
、

自
動
運
転
実
現
に
資
す
る
走
行
環
境
整

備
▽
流
域
治
水
対
策
▽
上
下
水
道
管
路

の
一
体
的
な
耐
震
化
▽
防
災
公
園
の
整

備
▽
『
道
の
駅
』
の
防
災
機
能
強
化
▽

道
路
橋
梁
等
の
耐
震
機
能
強
化
▽
新
技

術
活
用
を
通
じ
た
建
設
生
産
プ
ロ
セ
ス

の
高
度
化
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

３
つ
目
の
重
点
目
標
は
『
イ
ン
フ
ラ

分
野
が
先
導
す
る
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実

現
』。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
や
資

源
循
環
型
社
会
を
目
指
す
も
の
。
重
点

施
策
例
は
▽
洋
上
風
力
発
電
の
導
入
促

進
▽
建
設
施
工
分
野
に
お
け
る
脱
炭
素

化
の
推
進
▽
ま
ち
づ
く
り
Ｇ
Ｘ
の
推
進

▽
建
設
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
お

よ
び
建
設
発
生
土
の
有
効
利
用
促
進
―

な
ど
。

　

４
つ
目
の
重
点
目
標
は
『
戦
略
的
・

計
画
的
な
社
会
資
本
整
備
を
支
え
る
基

盤
の
強
化
』。建
設
業
の
担
い
手
確
保
、

Ｄ
Ｘ
に
よ
る
生
産
性
向
上
に
向
け
て
施

策
を
展
開
す
る
。
重
点
施
策
例
は
▽
水

道
分
野
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
推
進

▽
建
設
業
の
担
い
手
確
保
の
推
進
▽
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
社
会
実
装
の
推
進
▽

国
土
交
通
分
野
の
デ
ー
タ
整
備
・
活
用

▽
建
設
分
野
に
お
け
る
技
術
研
究
開
発

の
推
進
―
と
な
っ
て
い
る
。

の
包
括
的
民
間
委
託
な
ど
）
④
多
様
な

関
係
者
の
共
感
と
参
画
（
イ
ン
フ
ラ
ツ

ー
リ
ズ
ム
、
イ
ン
フ
ラ
広
報
の
充
実
な

ど
）
⑤
新
技
術
活
用
・
Ｄ
Ｘ
加
速
化
に

よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
（
交
通
需

要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
自
動
物
流
道
路
な

ど
）
―
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
方
針
で
は
、
取
り
組
み
が
継
続
し

て
実
施
さ
れ
る
よ
う
官
民
連
携
体
制
や

自
治
体
支
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
も

述
べ
て
い
る
。

　

同
計
画
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
『
新
た

な
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
針
』

を
提
示
す
る
。
素
案
の
段
階
で
示
さ
れ

た
項
目
と
し
て
は
①
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
一
体
的
な
活
用
（
流
域
治
水
の
推

進
、ダ
ム
の
運
用
高
度
化
に
よ
る
治
水
・

利
水
機
能
の
強
化
な
ど
）
②
施
策
・
事

業
間
の
連
携
（『
道
の
駅
』
の
防
災
拠

点
化
、
道
路
・
河
川
・
公
園
な
ど
公
共

空
間
の
利
活
用
ほ
か
）③
官
民
の
連
携
・

協
働
（
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
の
た
め

情
勢
踏
ま
え
て
目
標
設
定

広
域
連
携
や
強
靱
化
推
進

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
針
も

新たなインフラマネジメント方針（素案）の主な内容

ハード・ソフトの 
一体的な活用

ハード面とソフト施策を組み合わせて相乗効果を図る。 
制度や社会の行動様式を考慮したインフラマネジメントを進める。
例：「道の駅」の機能強化、ダム運用高度化で治水・利水機能の強化

施策・事業間や 
地域間の連携

分野間連携や広域的インフラの再構築を図り、課題解決に取り組む。 
複数・他分野の施設をまとめて社会資本整備を進める。
例：道路・河川・公園等の利活用、長寿命化計画とまちづくり計画の連携

官民等の連携・協働
民間の資金や技術を最大限に活用してより高機能のインフラを整備する。 
PPP等の活用を通じ、官民連携体制の構築を推進する。
例：Park－PFI、インフラ老朽化対策のための包括的民間委託

多様な関係者の 
共感と参画

インフラ整備の効果や価値の発信、国民とインフラのふれあい促進。 
計画策定や管理の段階で地域住民など多様な関係者の参画を得て進める。
例：インフラツーリズム、インフラ広報の充実、維持管理における住民との協働

新技術活用による 
イノベーションの創出

デジタル技術を活用し、インフラが地域のニーズに対応できるようにする。 
自動化技術、遠隔化技術を活用し、生産性向上効果の最大化を図る。
例：交通需要マネジメント、自動物流道路、i-Construction 2.0の推進

継続的なスパイラルアップのための新たな仕組みの構築
先導的プロジェクトを支援、横展開で全体の底上げを図る。新たな工夫を普及し、スパイラルアップを図る。
整備効果の分かりやすい「見える化」を進め、地域住民の支持を受け、効果の高いインフラ整備につなげる。
取り組みが継続して実施されるよう官民連携の体制や自治体を継続的に伴走支援する体制を構築する。

社会資本整備を取り巻く社会課題と解決の方向性および重点目標

基本的な課題認識 解決の方向性 重点目標

経済成長のための生産性向上、経済社会構造
に変革をもたらすイノベーションへの対応 持続的で力強い経済成長の実現

人口減少・少子高齢化による地域の危機 地域経済の核となる集積づくりと広域連携

活力ある持続可能な
地域社会の形成

強靱な国土が支える持
続的で力強い経済社会

戦略的・計画的な社会
資本整備を支える基盤
の強化

インフラ分野が先導す
るグリーン社会の実現

インフラ老朽化のさらなる進行 地域の将来像を踏まえたインフラの再構築

地域における暮らし方や働き方の多様化 包摂社会に向けた地域づくりと豊かで快適な
生活環境

激甚化・頻発化する自然災害 防災・減災、国土強靱化

2050年カーボンニュートラル、ネイチャーポ
ジティブ、サーキュラーエコノミーの高まり

カーボンニュートラル、ネイチャーポジティブ
の実現、資源循環型経済社会システムの構築

地域のインフラを支える自治体の職員不足、
建設業等の将来における担い手不足の深刻化

自治体の管理機能の維持

建設業等の担い手確保・育成、ＤＸによる省
人化

新技術の進歩とデジタル技術普及への対応 新技術・ＤＸによるインフラの価値向上
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メ
ン
テ
ナ
ン
ス
効
率
化
に
期
待

　
埼
玉
県
八
潮
市
で
１
月
28
日
に
発
生
し
た
、
下
水
道
管
劣
化
を
起
因
と

す
る
道
路
陥
没
事
故
か
ら
半
年
が
過
ぎ
た
。
事
故
は
テ
レ
ビ
や
一
般
紙
な

ど
各
種
メ
デ
ィ
ア
で
大
き
く
報
じ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
地
下
イ
ン
フ
ラ

の
重
要
性
、
そ
し
て
地
下
に
あ
る
た
め
に
老
朽
化
の
把
握
が
難
し
い
現
実

を
、
多
く
の
国
民
が
認
識
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
下
水
道
に
限
ら
ず
道
路

や
橋
梁
な
ど
も
含
め
た
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
話
題
で
出
て
く
る
キ

ー
ワ
ー
ド
が
『
群
マ
ネ
』（
地
域
イ
ン
フ
ラ
群
再
生
戦
略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

だ
。
こ
の
特
集
で
は
『
群
マ
ネ
』
の
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。

不
足
の
状
況
に
あ
る
。
こ
の
状
況
を
踏

ま
え
、
自
治
体
・
事
業
者
・
技
術
者
が

広
域
的
に
連
携
し
、
地
域
の
イ
ン
フ
ラ

群
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
戦
略
が
『
群

マ
ネ
』
だ
。
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
す
こ
と
で
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
を

効
率
化
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
地
域
に
お
い
て
必
要
な
イ

業
務
の

�

効
率
化
に
期
待

　

イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に
対
し
て
は
早

急
な
対
応
が
必
要
だ
が
、
一
方
で
イ
ン

フ
ラ
を
管
理
す
る
自
治
体
は
技
術
系
職

員
の
不
足
に
悩
ん
で
い
る
。
ま
た
、
補

修
を
行
う
に
も
民
間
事
業
者
側
も
人
手

ン
フ
ラ
を
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
、
結
果
と
し
て
安
全
・
安
心
な
社

会
を
持
続
で
き
る
。
ま
た
地
域
建
設
産

業
の
経
営
安
定
化
に
も
つ
な
が
る
。

先
行
事
例
で

�

技
術
向
上
も

　

広
域
連
携
や
多
分
野
連
携
で
、
す
で

に
業
務
を
実
施
し
て
い
る
先
行
事
例
も

多
い
。
広
域
連
携
と
し
て
は
長
野
県
の

下
伊
那
土
木
技
術
セ
ン
タ
ー
組
合
や
上

伊
那
広
域
連
合
が
あ
る
。
多
分
野
連
携

と
し
て
は
新
潟
県
三
条
市
（
道
路
・
河

川
・
公
園
）
や
栃
木
県
（
道
路
・
河
川
・

砂
防
）
な
ど
。
こ
の
ほ
か
東
京
都
の
府

中
市（
道
路
の
日
常
維
持
管
理
包
括
化
）

や
多
摩
市（
橋
梁
の
点
検
・
補
修
設
計
）

な
ど
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
先
行
事
例
へ
の
調
査
で

は
、
発
注
作
業
対
応
時
間
の
減
少
や
職

員
の
技
術
力
向
上
、
不
調
・
不
落
の
減

少
、
事
業
者
に
よ
る
創
意
工
夫
発
揮
、

地
元
業
者
技
術
力
向
上
な
ど
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。

25
年
度
試
行
地
区
も

　

25
年
度
に
群
マ
ネ
を
試
行
す
る
地
区

も
あ
る
。
25
年
度
は
奈
良
県
宇
陀
市
、

島
根
県
益
田
市
、
秋
田
県
大
館
市
で
行

う
。
奈
良
県
宇
陀
市
は
橋
梁
Ｃ
Ｍ
方
式

の
共
同
契
約
（
点
検
・
修
繕
設
計
・
工

事
）
を
１
市
３
村
の
広
域
連
携
で
行

う
。
島
根
県
益
田
市
は
、
農
林
道
を
含

む
橋
梁
・
ト
ン
ネ
ル
の
一
括
管
理
（
点

検
・
修
繕
設
計
）
を
１
市
２
町
の
広
域

連
携
で
実
施
。
秋
田
県
大
館
市
は
道
路

（
農
林
道
含
む
）・
河
川
・
公
園
の
日

常
管
理
を
包
括
化
。
将
来
的
に
は
下
水

道（
雨
水
幹
線
、都
市
下
水
路
の
浚
渫
）

も
含
め
る
予
定
で
進
め
る
。

手
引
き
作
成

�
検
討
進
む

　

国
交
省
で
は
群
マ
ネ
の
手
引
き
作
成

に
向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。
手
引

き
は
２
段
階
で
公
表
と
な
る
見
通
し
。

バ
ー
ジ
ョ
ン
１
で
は
骨
子
案
が
示
さ
れ

て
い
る
。
内
容
は
群
マ
ネ
の
基
礎
や
既

存
事
例
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
掲
載
。
バ
ー
ジ

ョ
ン
２
（
公
表
時
期
未
定
）
で
は
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
の
設
計
や
広
域
連
携
ス
キ

ー
ム
な
ど
、
既
存
事
例
が
少
な
い
パ
タ

ー
ン
を
解
説
す
る
。
さ
ら
に
付
録
と
し

て
、
自
治
体
が
群
マ
ネ
を
始
め
る
た
め

の
支
援
ツ
ー
ル
集
を
作
成
す
る
。

　

手
引
き
に
お
け
る
群
マ
ネ
の
対
象
範

囲
は
、
こ
れ
ま
で
の
包
括
的
民
間
委
託

の
領
域
を
越
え
た
広
域
連
携
や
多
分
野

連
携
の
取
り
組
み
と
な
る
。

　

バ
ー
ジ
ョ
ン
1
で
は
、
主
な
内
容
を

▽
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
危
機
的

状
況
デ
ー
タ
▽
群
マ
ネ
の
概
念
・
考
え

方
▽
先
行
事
例
▽
実
施
プ
ロ
セ
ス
、
進

め
る
上
で
の
心
得
▽
群
マ
ネ
の
自
治
体

計
画
へ
の
位
置
付
け
、
群
マ
ネ
実
施
方

針
▽
相
談
で
き
る
機
関
紹
介
（
人
の
群

マ
ネ
）
―
と
し
て
い
る
。

　
『
実
施
プ
ロ
セ
ス
』
で
は
、
導
入
検

討
か
ら
実
施
方
針
検
討
、
予
算
要
求
・

発
注
手
続
き
、
評
価
・
次
期
事
業
の
検

討
ま
で
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
型
式
で
整

理
す
る
。

　
『
心
得
』
で
は
、
自
治
体
間
に
お
け

る
取
り
組
み
の
偏
り
を
防
ぐ
た
め
、
責

任
分
担
な
ど
を
示
す
。
他
の
自
治
体
に

責
任
や
判
断
を
委
ね
て
し
ま
う
と
い
っ

た
状
況
が
想
定
さ
れ
る
問
題
と
し
て
あ

が
っ
て
い
る
。
心
得
で
は
、
本
来
管
理

者
と
し
て
の
役
割
の
あ
り
方
な
ど
を
提

示
す
る
も
の
と
な
る
。

　
『
自
治
体
計
画
へ
の
位
置
付
け
』
で

は
、
小
規
模
自
治
体
を
念
頭
に
、
最
低

限
定
め
る
べ
き
項
目
と
自
治
体
へ
の
計

画
策
定
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
。『
実

施
方
針
』
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
が
抱

え
る
課
題
と
群
マ
ネ
導
入
で
期
待
す
る

効
果
を
、
図
表
も
活
用
し
た
フ
ォ
ー
マ

ッ
ト
を
用
い
て
作
成
す
る
。

　

付
録
の
支
援
ツ
ー
ル
は
、
実
施
各
段

階
の
具
体
的
な
検
討
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

シ
ー
ト
、
先
行
事
例
で
使
用
し
て
い
る

自
治
体
間
の
協
定
書
や
発
注
図
書
の
サ

ン
プ
ル
を
掲
載
す
る
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス

�

見
え
る
化

　

国
交
省
で
は
、
全
国
自
治
体
の
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
す
る
『
見
え

る
化
』
も
検
討
し
て
い
る
。
イ
ン
フ
ラ

の
量
・
質
、
予
算
、
体
制
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
の
取
り
組
み
状
況
な
ど
を
グ
ラ
フ

（
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
）
で
公
開
す
る

も
の
だ
。
同
規
模
自
治
体
と
比
較
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
自
治
体
職
員

が
施
策
検
討
す
る
際
の
判
断
材
料
に
な

る
ほ
か
、
各
自
治
体
に
危
機
意
識
を
持

っ
て
も
ら
う
こ
と
も
目
的
と
し
て
あ

る
。

　
『
見
え
る
化
』
で
公
開
を
検
討
し
て

い
る
デ
ー
タ
は
▽
イ
ン
フ
ラ
の
量
・
質

＝
道
路
橋
梁
数
、
道
路
延
長
▽
予
算
＝

維
持
補
修
費
▽
自
治
体
の
体
制
＝
技
術

系
職
員
数
、
土
木
部
門
職
員
数
▽
事
業

者
の
体
制
＝
建
設
業
者
数
、
就
業
者
数

▽
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
取
り
組
み
状
況
＝
予

防
保
全
へ
の
移
行
、
新
技
術
活
用
、
国

民
会
議
へ
の
参
加
、
包
括
的
民
間
委

託
、
集
約
再
編
―
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
。『

人
の
群
マ
ネ
』で

�

支
援
も

　

イ
ン
フ
ラ
を
管
理
す
る
自
治
体
で
技

術
職
員
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
、
人
材

育
成
が
難
し
い
こ
と
を
踏
ま
え
た
自
治

体
支
援
策
『
人
の
群
マ
ネ
』
に
つ
い
て

も
、
国
交
省
は
議
論
を
進
め
て
い
る
。

　

現
段
階
に
お
け
る
推
進
体
制
案
で

は
、
産
学
官
の
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
派
遣
や
人
材
バ
ン
ク
機
能
を
持

つ
『
人
の
群
マ
ネ
』
事
務
局
の
構
築
な

ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
国
交
省
や
地
方
整

備
局
、
都
道
府
県
、
土
木
学
会
、
大
学

な
ど
の
専
門
家
を
想
定
、
事
務
局
に
支

援
ノ
ウ
ハ
ウ
を
登
録
す
る
。
一
方
の
自

治
体
は
、
事
務
局
を
通
し
て
支
援
ニ
ー

ズ
を
登
録
。
事
務
局
は
自
治
体
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
て
、
新
技
術
や
群
マ
ネ
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
、
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
・

ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
『
新
技
術
お
試
し
セ

ッ
ト
』
貸
与
な
ど
の
支
援
を
行
う
。
詳

細
に
つ
い
て
は
今
後
さ
ら
に
詰
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
る
。

『
群
マ
ネ
』広
域
連
携
で
効
率
化
を
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2025年度優秀工事等表彰
2024年度安全優良事業所表彰

　東日本高速道路（ＮＥＸＣＯ東日本）関東支社は６月１６日、２
０２５年度優秀工事等表彰式を埼玉県の関東支社会議室で催した。
優秀工事８件、安全管理優秀工事４件、品質管理優秀工事１件、工
程管理優秀工事２件、優秀業務７件が受賞の栄誉に輝いた。
　表彰状の授与では、松坂敏博支社長が受賞者一人一人に表彰状を
手渡した。
　表彰状の授与に続き松坂敏博支社長は「皆さまと共有したいの
は、安全を最優先にしながらお客様第一を根底におき、リニューア
ルプロジェクトや防災・減災対策の推進、地域の活性化に資するミ
ッシングリンクの解消、４車線化の推進、ＳＡ・ＰＡの快適な魅力

の向上、次の世代に向けた未来への投資などに取り組まなければな
らない」とあいさつし、引き続き協力を求めた。
　受賞者を代表し、横河ブリッジの越谷学執行役員東京工事本部長
は、施工箇所が市街地に面していた点や作業ヤードが非常に狭かっ
たなど現場状況を紹介した上で「10年を超える工事を無災害で無事
に完了したことを誇りに思うとともに、その陰にはＮＥＸＣＯ様の
多大なるご指導、関係者皆さまのご協力があってはじめて成し遂げ
た結果と重く受け止めています。これからも社会インフラ整備事業
に貢献してまいりたい」と謝辞を献じた。

東日本高速道路関東支社

22件が受賞栄誉に輝く

　

関
東
支
社
管
内
の
優
秀
工
事
表
彰
で
す

が
、
弊
社
の
高
速
道
路
事
業
の
一
翼
を
担

い
、
技
術
の
発
展
に
貢
献
し
日
々
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
る
会
社
、
技
術
者
の
方
々

を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
度
、
関
東

支
社
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
の

日
々
の
ご
尽
力
、
ご
努
力
に
深
く
敬
意
を

表
す
と
と
も
に
、感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

関
東
支
社
管
内
で
は
現
在
、
東
京
外
環

や
横
浜
環
状
南
線
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る

新
規
建
設
が
約
90
㎞
、
山
手
線
約
２
周
分

に
相
当
し
ま
す
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
新
規
事

業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ

ん
。
新
規
事
業
以
外
に
、
既
供
用
路
線
の

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
休
憩
施

設
の
新
設
お
よ
び
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
４
車

線
化
や
大
規
模
修
繕
、
耐
震
事
業
な
ど
、

す
で
に
供
用
し
て
い
る
道
路
の
強
靱
化
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

関
東
支
社
の
特
徴
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
重
交
通
路
線
に
お
け
る
交
通
規
制
の

制
約
、
都
市
部
で
す
の
で
狭
い
場
所
で
の

施
工
な
ど
厳
し
い
中
で
施
工
し
て
い
た
だ

き
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
１
年
間
で
、
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に

よ
り
ま
し
て
、
圏
央
道
幸
手
イ
ン
タ
ー
か

ら
五
霞
イ
ン
タ
ー
の
４
車
線
化
、
圏
央
道

つ
く
ば
西
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
オ
ー
プ
ン
な
ど
多
く
の
事
業
が
完
成
し

て
、
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
と
こ

ろ
ま
で
も
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
４
月
か
ら
、
働
き
方
改
革

の
関
連
法
案
に
基
づ
き
ま
し
て
、
時
間
外

労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

わ
れ
わ
れ
発
注
者
と
い
た
し
ま
し
て
も
建

設
業
の
働
き
方
改
革
を
実
現
す
る
た
め

に
、
工
事
円
滑
化
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定

し
ま
し
た
。
円
滑
化
に
資
す
る
よ
う
、
ま

た
働
き
手
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が

確
保
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆

さ
ま
と
一
緒
に
連
携
を
密
に
し
て
、
で
き

る
こ
と
は
変
革
し
て
い
き
な
が
ら
生
産
性

の
向
上
や
環
境
の
改
善
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

高
速
道
路
事
業
は
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
活

動
を
支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
で
す
。
ネ

ク
ス
コ
東
日
本
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
24

時
間
３
６
５
日
、
安
全
安
心
快
適
な
高
速

道
路
空
間
を
提
供
す
る
こ
と
を
社
会
的
使

命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
昨
今
、
気
象
条

件
の
変
動
な
ど
に
よ
り
災
害
の
激
甚
化
や

生
産
労
働
人
口
の
減
少
に
よ
る
担
い
手
不

足
、
ま
た
新
た
な
課
題
と
し
て
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
に
資
す
る
課
題
、
未
来
へ
の
投
資
、

自
動
運
転
社
会
の
実
現
、
ガ
ソ
リ
ン
車
か

ら
Ｅ
Ｖ
へ
の
シ
フ
ト
な
ど
が
求
め
ら
れ
る

中
で
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
と
共
有
し
た
い
の
は
、
安
全
を

最
優
先
に
し
な
が
ら
お
客
様
第
一
を
根
底

に
お
き
、
今
後
ま
す
ま
す
道
路
は
老
朽
化

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
あ
る
い
は
防
災
・
減
災
対
策

の
推
進
、
地
域
の
活
性
化
に
資
す
る
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
解
消
、
４
車
線
化
の
推

進
、
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
の
快
適
な
魅
力
の
向
上
、

次
の
世
代
に
向
け
た
未
来
へ
の
投
資
な
ど

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
改
め
て
お
願
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
す
。

　

結
び
に
工
事
の
竣
工
、
業
務
の
完
了
ま

で
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
に
、
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
皆
さ
ま
方
の
会
社
の
従
業
員
な
ら

び
に
協
力
会
社
全
て
を
含
め
ま
し
て
、
健

康
と
益
々
の
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

道
路
強
靱
化
に
も
取
り
組
み

�

東
日
本
高
速
道
路 

常
務
執
行
役
員・関
東
支
社
長�

松
坂
敏
博

東日本高速道路関東支社　優秀工事

東日本高速道路関東支社　安全管理優秀工事・品質管理優秀工事・工程管理優秀工事
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東日本高速道路関東支社
中日本高速道路東京支社

中日本高速道路東京支社

14社が安全優良事業所表彰

　

会
員
各
社
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃

よ
り
弊
社
高
速
道
路
事
業
に
対
し
ご
理
解

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

当
安
全
協
議
会
は
、
東
京
支
社
管
内
の

建
設
・
保
全
な
ど
の
工
事
受
注
者
各
社
に

参
加
い
た
だ
い
て
労
働
災
害
並
び
に
公
衆

災
害
ゼ
ロ
を
目
的
と
し
て
活
動
。
高
速
道

路
に
関
わ
る
工
事
・
作
業
に
お
い
て
、
無

事
故
・
無
災
害
で
の
施
工
を
目
指
し
日
々

ご
尽
力
賜
り
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

建
設
現
場
で
は
、
作
業
員
の
年
齢
や
国

籍
、
更
に
は
新
た
な
工
法
や
機
械
の
採
用

な
ど
状
況
が
変
化
す
る
中
、
皆
さ
ま
に

は
、
引
き
続
き
、
定
期
的
な
安
全
点
検
・

パ
ト
ロ
ー
ル
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

に
よ
る
安
全
啓
発
、
現
場
内
ル
ー
ル
の
徹

底
な
ど
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
、
ネ
ク

ス
コ
と
し
て
も
、
取
り
組
み
へ
の
支
援
や

協
力
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

受
傷
事
故
へ
の
安
全
対
策
と
し
て
は
、

現
地
条
件
を
考
慮
し
て
、
監
督
員
と
受
注

者
と
で
、
こ
れ
ま
で
全
国
で
実
施
さ
れ
て

い
る
対
策
な
ど
も
参
考
に
現
場
に
適
し
た

「
路
上
作
業
関
係
者
を
守
る
対
策
」や「
ド

ラ
イ
バ
ー
へ
の
注
意
喚
起
対
策
」
に
取
り

組
ん
で
頂
き
た
い
。
ネ
ク
ス
コ
と
し
て
も

工
事
規
制
区
間
で
の
事
故
状
況
の
分
析
な

ど
を
行
い
、
よ
り
効
果
的
な
安
全
対
策
や

ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
注
意
喚
起
対
策
の
検
討

へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
継
続
的
に
行

い
、現
場
へ
の
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

昨
年
４
月
か
ら「
働
き
方
改
革
関
連
法
」

が
建
設
業
界
に
も
適
用
さ
れ
、
ネ
ク
ス
コ

も
「
働
き
方
改
革
及
び
工
事
円
滑
化
」
に

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
。
東
京
支

社
で
は
、
一
昨
年
に
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の

〝
グ
ッ
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
〟
と
な
る
こ
と
を

宣
言
し
、
そ
の
後
、
取
り
組
み
に
対
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
や
意
見
交
換
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
一

人
一
人
の
意
識
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
て

お
り
、
引
き
続
き
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
７
月
１
日
に
、「
激
甚
化
・
頻

発
化
す
る
災
害
時
へ
の
対
応
力
の
強
化
」

「
安
全
・
安
心
を
支
え
る
現
場
体
制
の
強

化
」「
更
な
る
効
率
的
な
事
業
執
行
」
の

た
め
東
京
支
社
と
八
王
子
支
社
を
統
合

し
、
東
京
支
社
と
し
て
再
編
。
支
社
再
編

後
も
引
き
続
き
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
も

と
、
無
事
故
・
無
災
害
の
目
的
が
達
成
さ

れ
る
こ
と
を
祈
念
し
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

皆
さ
ん
の
グ
ッ
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
に

�

中
日
本
高
速
道
路
東
京
支
社 

工
事
安
全
協
議
会
会
長�

荒
井
靖
博

中日本高速道路　安全優良事業所

東日本高速道路関東支社　優秀業務

　中日本高速道路東京支社（ＮＥＸＣＯ中日本東京支社、荒井靖博
支社長）は６月１０日、東京都千代田区の日経ホールで２０２４年
度安全優良事業所表彰式を開催した。安全管理や労働災害の防止に
特段の工夫を行い、他の模範となるに相応しいとされた事業所を選
出しており、建設事業部会からは竣工工事が５工事５社、保全サー
ビス事業部会から竣工工事８工事９社の合計１３工事１４社が受賞
した。荒井支社長から各受賞者へ表彰状が手渡された。
　表彰状には各社に対し、独自の取り組みを評価するとともに、安
全対策の実施、無事故無災害で工事を行い、他の模範と認められた
事などが記載されている。

　受賞者を代表して環境造園の山本康弘氏が登壇。「この度は私ど
もが安全優良事業所表彰としてご評価いただき誠に光栄に存じま
す。このような名誉ある賞を頂戴できたのも、ひとえに現場で尽力
してくれている社員・協力業者並びにご指導ご鞭撻いただきました
秦野工事事務所の方々のおかげと心より感謝を申し上げます。私ど
もは造園業を通じ、緑と笑顔が豊かな環境づくりのお手伝いを理念
としています。そのために安全第一、品質重視を基本姿勢として施
工を積み重ねてまいりました。今回の受賞を励みに今後も一層信頼
される企業を目指して努力を重ねて参る所存です」と謝辞を述べた。
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高速道路整備事業の一翼を担う優良企業 ※順不同

優秀工事等・安全優良事業所

■受 賞 者　能美防災株式会社
■受賞理由�　トンネル床版下の狭小区間へ重量物の自動弁を搬入する際に工

場での搬入実験を 計画し事前確認を行うとともに現場調査結果を
基に施工計画書を工夫し重量物作 業における安全対策に注力する
など労働安全衛生に努め無事故無災害で工事を完 成させたこと

東京湾アクアライン�アクアトンネル非常用設備更新工事

■受 賞 者　株式会社環境造園
■取り組みの内容　 ◦埋設管の明示の設置 

◦重機との接触防止対策の実施 
◦不慣れな作業員へのきめ細やかな安全指導の実施

新東名高速道路�秦野地区造園工事
■受 賞 者　鈴与建設株式会社
■取り組みの内容　◦ 案内看板の設置及び、現場独自ルール確立による第三

者事故防止対策の実施
　　　　　　　　　◦ 特殊吊り足場金具の採用による既設構造物の損傷リス

ク低減の対策を実施
　　　　　　　　　◦きめ細やかな熱中症対策の実施

東名高速道路（特定更新等）�豊川橋他1橋支承取替工事
■受 賞 者　鈴与建設株式会社
■取り組みの内容　◦発注図から小柳津高架橋の３Ｄモデルを作成し、３Ｄ
プリンターを用いて模型を製作した。新規 入場者教育、現場案内、安全パト
ロール等の説明時に模型を用いて実施　◦落橋防止構造の撤去・設置にあた
り、クレーンに専用バケットを製作し、既設床版への吊元を なくすことで既
設構造物への影響を最小限にとどめる対応を実施　◦鋼製ブラケット設置の
削孔位置などにおいて、出来高を３Ｄハンディスキャナーで測定し、測量精
度を１㎜以内としたことで鋼製ブラケット設置が容易となり工程を促進

東名高速道路�小柳津高架橋西地区支承取替工事

■受 賞 者　株式会社長大�北関東支店
■受賞理由�　河積阻害率の増加抑制や堤防内橋脚の補強回避が求められるな

か支承条件の変更や橋脚補強量の調整を詳細に行うなどの比較検
討を重ね橋梁全体での最適な設計を行うことで迅速かつ確実に業
務を実施したこと

常磐自動車道�水戸地区耐震補強検討業務
■受 賞 者　前田道路株式会社
■取り組みの内容　 ◦第三者への安全配慮の実施　 

◦架空線・埋設管の明示 
◦重機との接触防止や開口部注意喚起の実施 
◦外国人作業者向けの多言語による安全教育の実施 
◦ローラー講習会の実施 
◦現場専用気象アプリの導入

新東名高速道路�伊勢原粟窪地区管理施設舗装工事

■受 賞 者　日本道路株式会社�北関東支店
■受賞理由�　付加車線事業での先行工事からの引渡し時期の遅延及び規制時

間の制約など厳しい工程条件のなか固定規制内の狭小な施工箇所
に材料を分割搬入し作業を進め輻輳する現場状況に応じ工程を随
時見直すことで供用に遅れることなく開通させ安 全管理および品
質管理に配慮し無事故無災害で工事を完成させたこと

関越自動車道�高崎管内舗装補修工事
■受 賞 者　株式会社フジタ�首都圏土木支店
■受賞理由�　松尾横芝ＩＣ周辺の供用中ランプや県道成田松尾線等の切替運

用による複数工事 や占用物が錯綜する厳しい条件のなか主体的な
工程調整や近隣住民へ事前説明を 行い全体的な工事促進に寄与し
期限内に工事を完成させるなど安全管理および品 質管理に配慮し
無事故無災害で工事を完成させたこと

首都圏中央連絡自動車道�松尾谷津工事
■受 賞 者　武ダ技建創株式会社
■受賞理由�　重交通の国道２９８号での夜間作業という時間的制約や桁下空

間の狭い高架下作 業という厳しい現場環境のなか徹底した公衆災
害防止に取組み近隣住民と良好な 関係を構築するため積極的に清
掃活動を行うなど安全管理および品質管理に配慮 し無事故無災害
で工事を完成させたこと

東京外環自動車道�美女木高架橋はく落対策工事
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